
朱
路
が
刻
む
記
憶

―
黒
谷
に
お
け
る
手
仕
事
と
風
景
の
再
考
―

手
仕
事
と
風
景
の
変
化

に
危
機
感
を
持
ち
︑

今
一
度
そ
れ
ら
に
つ
い

て
考
え
直
す
︒

京
都
に
位
置
す
る

和
紙
の
ま
ち
・
黒
谷
は
︑

昔
か
ら
和
紙
づ
く
り
が

ま
ち
の
風
景
を
つ
く
っ

て
き
た
が
︑
現
代
で
は

手
仕
事
の
衰
退
と
と
も

に
そ
の
風
景
は
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
︒

本
提
案
で
は
既
存
の
工

場
に
一
部
み
ら
れ
る

レ
ー
ル
に
注
目
し
︑

ま
ち
や
ま
ち
の
持
つ

風
景
の
記
憶
を

刻
ん
で
い
く
︒

工程の順序
変化
ネットワーク

×

×
⚠

⚠

×
⚠

ネットワークの強弱

あり
弱まっている

切れている
繋がっているが危機的

まちの外 まち付近 まちのなか まちの外

×
⚠

×

い
ま
︵2021

︶

昔
︵1200

︶

2021

1901 ―

1850

1990

1850

2021

2021

2010

2021

2021

2021

2021

2006

2021

1892

1200

小さな工場
大きな工場

大きな工場

小さな工場

小さな工場

小さな工場

大きな工場小さな工場

共同組合

共同組合

黒谷工芸の里

黒谷工芸の里

ニーズ

ニーズ

裏山

裏山

白道路の作業場白道路の農家

小さな工場

海外

まちの川

まちの川

国内

山の中腹

１

２

３

４

５

６

７

８

―裏山の風景―
裏山の頂上には楮畑が
あった。みちや山が
まちの人によって
整備されていた。

―工程による風景―
かつては、家ごとに
すべての工程を
行っていた。

―紙干しの風景―
山の中腹に干された紙は
黒谷の風景だった。

―過去を感じる風景―
家の作業場は
空き工場のように
まちに点在している。

―移動の風景―
紙素を各家に運び
紙漉きを行っていた。

―手作業の風景―
紙たたきなど
手作業で行われていた。

―共同作業場の風景―
集まって作業ができるように
大きな工場が建てられた。

―道具の変化の風景―
今は、機械によって
紙を乾燥させている。

現状：専門学校への技術指導の関係が
　　　現在なくなっている。
原因：コロナウイルスの影響

現状：廃校の小学校を利用した工芸の里は
　　　老朽化で取り壊しが検討されている。
原因：老朽化

現状：一般的な利用はほぼなく
　　　一部のニーズのみに頼っている。
原因：洋紙の普及、生活様式の変化、和紙の用途

現状：和紙を使った商品開発は行われるが
　　　いわゆる 2.5 次産業的になってしまっている。
原因：新たなイノベーションが起きにくい

現状：家々の作業場は空き工場になったが、
　　　倉庫としてまだ残っている。
原因：生産量の低下、人口減少、高齢化

現状：道具の変化によって
　　　山への動線が消失してしまっている。
原因：道具の変化

現状：和紙づくりの工程の一部の
　　　担い手不足が危機的状況である
原因：高齢化、担い手の教育

現状：まちで完結していた工程が
　　　生産維持のために分散して
　　　いってしまっている。
原因：効率化・担い手不足 現状：かつてはまちに溢れていた活動が、現在は

　　　あまり見えなくなってしまっているが、
　　　まちに断片的に道具や風景が残る。
原因：生産力低下

現状：和紙の工程の中で、まちが管理していた山は
　　　荒山になってしまっている。
原因：生産力低下、人口不足、高齢化

××
2021 裏山

８

―裏山の風景―
裏山の頂上には楮畑が
あった。みちや山が
まちの人によって
整備されていた。

―過去を感じる風景――過去を感じる風景―
家の作業場は
空き工場のように
まちに点在している。

現状：和紙の工程の中で、まちが管理していた山は
　　　荒山になってしまっている。
原因：生産力低下、人口不足、高齢化

白道路の作業場白道路の農家

現状：まちで完結していた工程が現状：まちで完結していた工程が
　　　生産維持のために分散して　　　生産維持のために分散して
　　　いってしまっている。　　　いってしまっている。
原因：効率化・担い手不足原因：効率化・担い手不足

2006

現状：専門学校への技術指導の関係が
　　　現在なくなっている。
原因：コロナウイルスの影響

大きな工場

大きな工場

６

―移動の風景―
紙素を各家に運び
紙漉きを行っていた。

集まって作業ができるように
大きな工場が建てられた。

―道具の変化の風景―
今は、機械によって
紙を乾燥させている。

現状：道具の変化によって現状：道具の変化によって
　　　山への動線が消失してしまっている。　　　山への動線が消失してしまっている。　　　山への動線が消失してしまっている。　　　山への動線が消失してしまっている。　　　山への動線が消失してしまっている。　　　山への動線が消失してしまっている。
原因：道具の変化原因：道具の変化

まちの川

現状：かつてはまちに溢れていた活動が、現在は現状：かつてはまちに溢れていた活動が、現在は現状：かつてはまちに溢れていた活動が、現在は
　　　あまり見えなくなってしまっているが、　　　あまり見えなくなってしまっているが、
　　　まちに断片的に道具や風景が残る。　　　まちに断片的に道具や風景が残る。
原因：生産力低下原因：生産力低下原因：生産力低下 ⚠

2021
大きな工場小さな工場

紙漉きを行っていた。

現状：和紙づくりの工程の一部の現状：和紙づくりの工程の一部の現状：和紙づくりの工程の一部の
　　　担い手不足が危機的状況である

××
⚠

2021
現状：廃校の小学校を利用した工芸の里は現状：廃校の小学校を利用した工芸の里は
　　　老朽化で取り壊しが検討されている。　　　老朽化で取り壊しが検討されている。⚠　　　老朽化で取り壊しが検討されている。⚠

2021

大きな工場

共同組合

現状：和紙を使った商品開発は行われるが現状：和紙を使った商品開発は行われるが

××2021 小さな工場

現状：家々の作業場は空き工場になったが、現状：家々の作業場は空き工場になったが、現状：家々の作業場は空き工場になったが、
　　　倉庫としてまだ残っている。　　　倉庫としてまだ残っている。　　　倉庫としてまだ残っている。
原因：生産量の低下、人口減少、高齢化原因：生産量の低下、人口減少、高齢化

⚠
ニーズ

現状：一般的な利用はほぼなく
　　　一部のニーズのみに頼っている。
原因：洋紙の普及、生活様式の変化、和紙の用途

工程の順序
変化
ネットワーク

××

×
⚠

ネットワークの強弱

あり
弱まっている

切れている
繋がっているが危機的

まちの外まちの外 まち付近 まちのなか まちの外

××

い
ま
︵2021

︶

昔
︵1200

︶

1901 ―

1850

1990

1850

2021

2021

2010

2021

2021

1892

1200

小さな工場

大きな工場

小さな工場

小さな工場

小さな工場

大きな工場

共同組合

黒谷工芸の里

黒谷工芸の里

ニーズ

裏山

海外

まちの川

国内

山の中腹

１

２

３

４

５

７ ―裏山の風景――裏山の風景―
裏山の頂上には楮畑が
あった。みちや山が
まちの人によって
整備されていた。

―工程による風景――工程による風景―
かつては、家ごとに
すべての工程を
行っていた。

―紙干しの風景―
山の中腹に干された紙は山の中腹に干された紙は
黒谷の風景だった。

―過去を感じる風景――過去を感じる風景―
家の作業場は
空き工場のように
まちに点在している。

―移動の風景―
紙素を各家に運び
紙漉きを行っていた。

―手作業の風景―
紙たたきなど
手作業で行われていた。手作業で行われていた。

―共同作業場の風景―
集まって作業ができるように
大きな工場が建てられた。

―道具の変化の風景―
今は、機械によって
紙を乾燥させている。

現状：専門学校への技術指導の関係が
　　　現在なくなっている。
原因：コロナウイルスの影響

現状：廃校の小学校を利用した工芸の里は現状：廃校の小学校を利用した工芸の里は現状：廃校の小学校を利用した工芸の里は
　　　老朽化で取り壊しが検討されている。　　　老朽化で取り壊しが検討されている。　　　老朽化で取り壊しが検討されている。
原因：老朽化原因：老朽化

原因：洋紙の普及、生活様式の変化、和紙の用途

現状：和紙を使った商品開発は行われるが現状：和紙を使った商品開発は行われるが現状：和紙を使った商品開発は行われるが
　　　いわゆる 2.5 次産業的になってしまっている。
原因：新たなイノベーションが起きにくい

現状：和紙づくりの工程の一部の現状：和紙づくりの工程の一部の現状：和紙づくりの工程の一部の現状：和紙づくりの工程の一部の
　　　担い手不足が危機的状況である　　　担い手不足が危機的状況である　　　担い手不足が危機的状況である
原因：高齢化、担い手の教育原因：高齢化、担い手の教育

現状：まちで完結していた工程が現状：まちで完結していた工程が
　　　生産維持のために分散して　　　生産維持のために分散して
　　　いってしまっている。　　　いってしまっている。
原因：効率化・担い手不足原因：効率化・担い手不足 現状：かつてはまちに溢れていた活動が、現在は現状：かつてはまちに溢れていた活動が、現在は現状：かつてはまちに溢れていた活動が、現在は

　　　あまり見えなくなってしまっているが、　　　あまり見えなくなってしまっているが、
　　　まちに断片的に道具や風景が残る。
原因：生産力低下原因：生産力低下

現状：和紙の工程の中で、まちが管理していた山は

現状：まちで完結していた工程が
　　　生産維持のために分散して
　　　いってしまっている。
原因：効率化・担い手不足

現状：専門学校への技術指導の関係が
　　　現在なくなっている。
原因：コロナウイルスの影響

大きな工場

―移動の風景―
紙素を各家に運び
紙漉きを行っていた。

集まって作業ができるように
大きな工場が建てられた。

―道具の変化の風景―
今は、機械によって
紙を乾燥させている。

現状：かつてはまちに溢れていた活動が、現在は現状：かつてはまちに溢れていた活動が、現在は
　　　あまり見えなくなってしまっているが、
　　　まちに断片的に道具や風景が残る。
原因：生産力低下原因：生産力低下

大きな工場

紙漉きを行っていた。

現状：和紙づくりの工程の一部の現状：和紙づくりの工程の一部の現状：和紙づくりの工程の一部の
　　　担い手不足が危機的状況である

××
現状：廃校の小学校を利用した工芸の里は
　　　老朽化で取り壊しが検討されている。

大きな工場

現状：和紙を使った商品開発は行われるが現状：和紙を使った商品開発は行われるが現状：和紙を使った商品開発は行われるが
　　　いわゆる 2.5 次産業的になってしまっている。

―裏山の風景―
裏山の頂上には楮畑が
あった。みちや山が
まちの人によって
整備されていた。

―過去を感じる風景―
家の作業場は
空き工場のように
まちに点在している。

現状：和紙の工程の中で、まちが管理していた山は

2021 原因：洋紙の普及、生活様式の変化、和紙の用途

次世代とのつながりの弱まり

建物の老朽化

和紙のニーズの減少

2.5 次産業的な商品開発

g←若者が黒谷和紙と
      触れ合う機会を

h←既存のものを利用する

i←イノベーションの
    うまれやすい環境とは

j←新たなニーズを考察する

d←より多くのひとで
技術を共有する

f←6 次産業化のポテンシャル？
まちの抱える工場ストック

技術の継承

移動の風景の消失

e←移動の風景
     ＝動線を残す

a←再び、まちの中で
　  工程を完結させていく

b←活動はきえても
　   風景が残ることは
　   意義がある

c←山への動線を確保していく
　  山での風景を別の方法で残す

まちから分散されていく和紙づくりの工程

消えた活動とまちに残る風景

まちと山が抱える問題点

動線をたどるストラクチャー

新たな産業を工場に

まちの 6次産業化

和紙のまちに住む

風景×アートA

B

C

D

E

秋の紅葉祭りの際に和紙・板干しを使った
アートワークショップを行う。ソフト面で山の中腹の板干し
の風景を守る取り組みとして人々の意識に残るといい。

大きな工場のもつ魅力的な道具や場を他の手仕事と
共有する。共通の工程をもつまったく違う手仕事が
場を共有することで、イノベーションが生まれる

林業や農業の 1 次産業、和紙づくりの 2 次産業、
販売や発信、発送などの３次産業をまちで完結させ
黒谷の 6 次産業化を目指す。

大きな工場の移動の象徴
「レール」に注目して、動線を
たどれるレールストラクチャー
を断片的にまちに埋め込む。

働き方の変わるいま
和紙づくりの
まちでの 2 拠点居住
や移住について
発信していく。

和
紙
の
ま
ち
・
京
都
府
黒
谷
で
は
︑
手
仕
事
が
ま
ち
の
風
景
を
つ
く
っ
て
き
た
︒

01

背
景
　

手
仕
事
と
風
景
へ
の
危
機
感

   

見
慣
れ
た
ま
ち
が
整
え
ら
れ
て
変
わ
っ
て
い
く
事
へ
の
消
失
感
や
︑

自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
手
仕
事
が
失
わ
れ
て
い
く
焦
燥
感
と
い
う

の
は
︑
ど
ち
ら
も
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
消
失
へ
の
危
機
感
で
あ

る
︒
手
仕
事
は
そ
の
土
地
の
風
土
や
気
候
に
由
来
し
て
い
る
事
か
ら
︑

風
景
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
︒
都
市
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
︑
無
駄
な

も
の
が
排
除
さ
れ
て
い
る
中
︑
そ
う
い
っ
た
手
仕
事
か
ら
成
る
土
着
的

で
多
様
性
を
持
っ
た
風
景
に
つ
い
て
考
え
直
す
時
期
で
あ
る
と
考
え

る
︒           

手
仕
事
を
守
る
こ
と
＝
風
景
を
守
る
こ
と

 

仕
事
と
風
景
の
変
化
に
危
機
感
を
持
ち
︑
そ
の
行
く
末
に
つ
い
て
を

考
察
す
る
︒

02

敷
地
　

和
紙
の
ま
ち
黒
谷

　
京
都
府
綾
部
市
に
位
置
す
る
黒
谷
で
は
約800

年
前
か
ら
ま
ち
全
体

で
紙
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
た
︒
長
い
間
ま
ち
を
支
え
︑
風
景
そ
の

も
の
と
な
っ
て
い
た
和
紙
の
生
業
も
︑
他
の
和
紙
の
産
地
と
同
様
に

衰
退
し
て
き
て
い
る
︒
小
さ
な
黒
谷
川
を
中
心
に
約33

軒
の
民
家
が

立
ち
並
ぶ
小
さ
な
ま
ち
で
あ
る
︒
川
と
近
し
い
生
活
や
︑
民
家
ひ
と

つ
ひ
と
つ
に
伸
び
る
橋
の
風
景
が
独
特
で
︑
ま
ち
が
和
紙
づ
く
り
に

従
事
し
て
い
た
痕
跡
が
い
ま
だ
に
残
る
︒

　

現
在
︑
黒
谷
は
京
都
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
︑
そ
れ

が
よ
り
一
層
和
紙
づ
く
り
の
発
展
を
妨
げ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
︒

03 

コ
ン
テ
ク
ス
ト
　

黒
谷
の
紙
づ
く
り
の
変
遷
と 6

次
産
業
化
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　

黒
谷
の
ま
ち
を
歩
く
と
︑

各
家
に
一
軒
程
度
倉
庫
の
よ

う
な
空
間
が
み
ら
れ
る
︒
こ

れ
は
︑
か
つ
て
の
家
庭
で
の

紙
漉
き
場
の
名
残
で
あ
る
︒

紙
づ
く
り
が
ま
ち
で
完
結
し

て
い
た
歴
史
か
ら
︑
黒
谷
で

は6

次
産
業
化
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
有
す
る
︒

04  

設
計
手
法

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
を
用
い
た
問
題
点
と
提
案
の
あ
ぶ
り
出
し



共同作業場である大きな工場
空き工場の改修

山の中腹の板干場

空き工場ストックの活用

楮畑への山道

山の頂上の楮畑

川の横断

手仕事のシェアオフィスによる
場と道具・技術の共有の提案 大きな工場とレールが連続する

発送の拠点

アートワークショップによる
風景の継承

秋の工程の拠点

大きな工場には、魅力的な道具や場が存在する。
建築の下には川から直接引いた水が流れる。
この場所・道具・技術を産業同士で共有する。

農業の再生

川によって行き来が分断された
まちをレールでつなぐ

山とみちを守るレール

裏山

小さな工場

大きな工場

山の中腹

楮畑

まちのメイン

川の向こうの家

レール②
間伐材を運ぶ
トロッコで裏山
と動線を守る

レール①
裏になってしまってい
る道を復活し、板干し
場と工場をつなぐ

レール③
原料の楮を運ぶ
トロッコが、秋の
工程の拠点まで

伸びる

レール④
川によって裏に
なってしまった民
家にものや人を

届ける

レール⑤
板干しを立てかけるの
にレールが使われる

レール④
川によって裏に
なってしまった民

05 
提
案
　

レ
ー
ル
で
ま
ち
を
つ
な
ぐ既

存
の
工
場
で
は

重
い
紙
素
の
バ
ケ
ツ
を
紙
漉
き
場
の
舟
に
運
ぶ
た
め
に

作
業
の
動
線
に
合
わ
せ
て
レ
ー
ル
が
湾
曲
し
走
る

↓
レ
ー
ル
が
﹁
共
有
﹂
の
手
が
か
り
に
な
り
得
る



原料を打解する

ビーターで水と原料を混ぜる
バケツで運ぶ

紙を漉く 紙を乾燥させる

水にさらす

煮る

チリをとる

鉄を熱する

鉄を叩く

加工する

楮の枝を保管する

糸を巻く布を折る

乾燥させる

板場：ノリで模様をつける水元：染めた布を洗う

立干し：梁から布を吊す

板干しを立てかける

原料を干して保管

屋根が日陰をつくる

服を乾かす

山の板干し場へ

簀桁を乾かす

晴れた日は外に干す

雨が降ったら軒下へ

道具を保管する

布を水元へ運ぶ

発送の拠点へ

紙糸

窯の共有

水場の共有

バケツの共有

クレーンで開口をあげる

橋が上がってたまりができる

増築により内部が延長される

崖と建築の間の活用

開口の改修

既存の外壁が内壁になる

N

メインの提案・共同作業場の改築

産業同士で 場・道具・技術 を共有する手仕事のシェアオフィスの提案

0 1 2m

重いバケツを運ぶ

乾いた紙を乾燥室へ

食べ物を職人に届ける

撮影場へ

設計図を吊って検討する

和紙紙糸織物注染 鍛造 撮影職人のコモン作業場

まちにレールが伸びていく

階段室があがり、空間が変化する

06 
設
計
　

産
業
の
集
ま
る
手
仕
事
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

■
共
有
の
レ
ー
ル

　
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
既
存
の
レ
ー
ル
を
応
用
し
て
新
し

い
手
仕
事
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な
り
に
読
み
替
え
る
︒

■
加
え
る
産
業

和
紙＋

織
物
・
紙
糸
・
注
染
・
鍛
造

■和紙

■紙糸

■織物■染め

■鍛造

＋産業 道具の共有：窯
水を多く使う

産業

和紙の利用
紙糸から紙布へ

布を染める



職人のコモン作業場
和紙紙糸注染 織物 撮影鍛造

産業同士が集まり、イノベー
ションの生まれやすい環境であ
り、まちと産業の緩衝帯になる

既存の窯を使う水をつかう産業たち ブランディング化を行う 和紙の利用

外部に増築し、川との緩衝帯をつくる

クレーンを使って開口を上げる

橋を上げ、たまりをつくる

まちに伸びるレール

トロッコで工場内を移動する

原料を干して保管

既存のレール
バケツを運ぶ

みんなの水場

屋根がレールで動く

レ
ー
ル
は

工
場
内
を
使
い
方
が

変
化
し
な
が
ら
巡
り

や
が
て
ま
ち
へ
と

伸
び
て
い
く
・
・
・

内外が流れ込むつくりの増築部は、レールと視線で新旧つながるみんなの水場ではそれぞれの産業の井戸端会議がおこる 工場の中を通るトロッコはブランディング化の撮影場へと向かう レールは建築の外にも巻きつくように伸び、原料などを干して保管する既存の工場の外に外壁を挿入し、内部の延長・川との関係性を生む 橋があがって川と建築のあいだにたまりをつくる

内外が流れ込むつくりの増築部は、レールと視線で新旧つながるみんなの水場ではそれぞれの産業の井戸端会議がおこる 工場の中を通るトロッコはブランディング化の撮影場へと向かう レールは建築の外にも巻きつくように伸び、原料などを干して保管する既存の工場の外に外壁を挿入し、内部の延長・川との関係性を生む 橋があがって川と建築のあいだにたまりをつくる



レ
ー
ル
は
︑
ま
ち
に
断
片
的
に

埋
め
込
ま
れ
視
覚
的
な
つ
な
が
り
を
生
む
︒

さ
ら
に
︑
そ
の
つ
な
が
り
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
弱
ま
っ
た
り
︑
分
断
し
て
し
ま
っ
た
時
に
︑

手
仕
事
や
風
景
を
再
編
し
て
い
く
足
が
か
り
と
な
る
︒

朱路が刻む記憶
―黒谷における手仕事と風景の再考―




